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TsuchiuL♡ve～愛着の持てるまち～ 
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1．背景 
―――――――――――――――――――――――― 
土浦市は人口 14万人を抱える茨城県南の拠点地域の

一つであり，市内に３つの鉄道駅を有する．また，筑波山の
眺望や霞ケ浦，桜川といった水系，平坦な土地がもたらす
空の広さという豊かな地域資源を有している．土浦市民にと
っては，毎日“無意識のうちに”目に入る自然資源が，「よそ
者」であるわれわれにとって魅力的なものに感じられた． 
しかし，土浦市での聞き取り調査の結果から，市民の“土

浦市に対する関心・愛着”が薄いと感じた．先ほど述べた自
然資源に対しても同様の傾向が見られた． 
そこでわれわれは，市民が，労働，勉学，余暇活動とい

った様々な活動を通して土浦により深く関わってもらい，そ
れによって土浦に愛着を持ってほしいという思いで，このマ
スタープランを策定した． 

 

2．全体構想 
―――――――――――――――――――――――― 

2-１．目標都市像 
上記の背景や，今後予定される土浦市の整備計画を踏

まえ，目標都市像を「愛着の持てるまち 土浦」とする． 

 

2-2．分野別方針 
より具体的にまちに「愛着」を持つためにはどのようなもの

が必要になるのかについては萩原・藤井による「風土との関
わりが地域愛着に影響を及ぼす」［1］という研究結果から，
「関わり」について注目し以下の分野別構想を定めた． 
「景観・土地利用」 
・地域資源との『関わり』を生む適切な土地利用 
霞ヶ浦，桜川，水田・蓮田などの多様な農地，土浦市が

誇る豊かな地域資源を生かすための整備を行うことで，市
民が能動的に「関わる」機会を増やすことにつながり，これ
によって市民に土浦市の地域資源の価値を認識してもら
う． 
「都市施設」 
・市民の活発な『関わり』の場 
まちをつくる主体であり，同時にまちを構成する重要な要

素でもある市民同士がより「関わる」場が必要である．そこで，
人が集まる場所の整備，人口が減少している地域に人を呼
び込むことで，新たな「関わり」の創出とその発展を目指す．  
「道路・交通」 
・『関わり』をつなぐ快適な道路整備 
道路交通については景観・土地利用，都市施設により生

まれる「関わり」を円滑に繋ぐ，即ち都市計画における土台
となる部分を担う． 

 

2-3．地区別構想 
地区別構想では，住民が日常生活の中で生活圏として

実感できる上で，同じような性質を持つような範囲をそれぞ
れの地区として捉え，その地区の性質に適した「関わり」を
有する，一体感のある地区作りの方針を示すことが必要と
なる． 
 

 
住宅と商業施設が混在している土浦の都心部とも言える 

一・二・四中地区を「中央地区」，団地を含めた住宅が多く
存在し，市の南部であるために東京や他地域への良好な 
アクセスを有している三・六中地区を「南部地区」，住宅の
他にも工業団地が存在し，おおつ野ヒルズが発展していくこ
とによって今後の市を支える屋台骨としての役割が期待さ
れる都和・五中地区を，「北部地区」と設定する． 
これに加えて，合併して新たに土浦市となった旧新治村

については特有の歴史を持ち，独自の一体的なコミュニテ
ィを形成していることから一つの地域生活圏として位置づけ
た上で，「新治地区」とし，市内全域において４つの地域生
活圏を設定する． 

 

3．地区別構想 
―――――――――――――――――― 
3-1．北部地区 

「多様な市民の思いを共有するまち」 
…………………………………………………… 
〈分野別方針〉 
「景観・土地利用」 
・来訪者増加が予想される地区における，良好な景観の
形成・維持を図り，市民の景観に対する意識を高める． 
「都市施設」 
・老朽化施設の改修とともに，新たな「関わり」の場としての
整備を行う． 
「道路・交通」 
・歩道が未整備で，自動車交通量の多い道路について，
多様な交通主体が安全に移動できる空間を整備する． 
 
〈現状〉 
 北部地区西部に位置するおおつ野地区は，自然豊かな
高台の土地につくられたニュータウンで，現在も開発が進
む地区である．今年の 10 月には土浦協同病院が移転し，
県南の医療拠点として来訪者の増加が予想される．しかし，
筑波山を含む豊かな山並みの景観が望めるこの地区では，
張り巡らされた電柱が景観の阻害要因となっている． 
 また，北部地区は工場が多い地区であり，そこに勤める
技能習得生としての外国人が増加している．平成 25 年 3
月時点で，中貫工業団地に隣接した神立中央地区は， 
市内でも多くの外国人が住む地区となっている．（表１）今
後，彼ら外国人と日本人の住民がお互いに快適に暮らせ
る環境の整備が必要である． 

図 1：地区区分及び目標都市像 

 



 

 
〈提案〉 
〇おおつ野地区無電柱化 
 豊かな景観資源の阻害要因となっている電柱や電線を
不可視化することで，景観の向上だけでなく，地震等によ
る電柱倒壊等の都市災害のリスク低下，快適な歩行空間
の形成につなげることができる．なお，無電柱化を行うに
あたっては，電線を完全に地中化する手法ではコストが
膨大になることから，家の裏通りに電線を通す裏配線や，
家の軒下を通す軒下配線等の手法を組み合わせて整備
を行う．整備費用は表３の通り． 

表３：おおつ野地区での無電柱化整備費用 

 ※単位費用については[3][4]を参照した． 

なお，無電柱化は，周辺の地区の不動産価値を約 7%
向上させる効果が試算されている．[5]  
 
〇多言語表記の推進 
 土浦市で現在行われている多言語表記は，日本語と英
語の 2言語表記が中心であるが，これに加えて中国語，
ポルトガル語，タイ語の計 4言語で表記することで，土浦
市に住む外国人の8割の人々の母国語に対応することが
できる．（表 2参照） 
 
○外国人も住みやすい公営住宅 
築 40 年が経過した市営神立住宅を，建て替えるととも

に，日本人と外国人が交流できるオープンスペースを設
ける．ラウンジやキッチンを併設する．一般の地域住民に
も開放することで，この場所を多文化交流のきっかけを生
む場所とする． 

 

3-2．南部地区 
「自ら創る住みよいまち」 

…………………………………………………… 
〈分野別方針〉 
「景観・土地利用」 
・乙戸沼等、地域の景観資源を生かした土地利用． 
「都市施設」 
・住民の声を取り入れた，地域の憩いの場の整備を行う． 
「道路・交通」 
・小学校の通学路を中心として，歩行者の安全を確保する
道路の整備を行っていく． 

 
 
 

〈現状〉 
 南部地区は，低層住宅地が広がる地区である．そこで良
好な居住空間の場として整備していく必要がある． 
 都市公園には様々な効果があり，公園を整備することは
良好な居住空間への一要因となる．（図２） 

  
南部地区には設立してから 30 年を超える公園がいくつも

ある．遊具などは老朽化に伴い撤去されており，現在は空
地が広がっているという現状の公園が多い．また，南部地
区の烏山 1・2 丁目は高齢化率が著しく高く，これからは高
齢者も利用したいと思う公園を整備していく必要がある． 
  
〈提案〉 
○住民参加型での公園のリニューアル 
地域住民が使いたい公園を提案することにより，公園

が利用されることを目的とした計画である． 
この計画は今までの公園というイメージに囚われること

なく，公園という場所を人が集まり，自由な使い方ができる
場所へ変えていくことをコンセプトにしている． 
例えば，公園の一角に畑を作ることや，ゲートボール場

を整備することも可能である． 
また近年の都市公園法の緩和により，多様な主体に対

して公園の施設の設置や管理が許可されるようになった． 
 今までは，団地内にある街区公園等でお店を開くことは
考えられなかったが，住民からの提案があれば実現する
ことができるかもしれない． 
このように様々な案を出し合い，住民同士の関わりを深

めていく．また公園を整備後，住民に公園を守っていって
もらうことで，公園に関わっていってもらう．このように，自ら
提案し，公園を守っていくことで，直接市に関わり，その施
設に関わることで自ら創り，関わりあうことで住みよいまちを
実現していく． 

 

 

 

 

 

3-3．新治地区 
 「緑と共に、暮らしを未来につなぐまち」 
…………………………………………………… 
〈分野別方針〉 
「景観・土地利用」 
・後世に残していくべき農村風景を維持・形成するために
耕作放棄地化の解消を図る． 

「都市施設」 
・広い敷地を持つ優良な古民家ストックを活用し， 
思い入れのある家並みを後世に残す． 
「道路・交通」 
・歩行者や自転車といった交通弱者の安全を確保する． 

 
 

おおつ野地区無電柱化の整備費用（概算） 

①単位費用（億円/km） 4．7※ 

②整備対象距離（km） 4．0 

整備費用<①×②>（億円） 18．8 

表 A表１：土浦市町丁目別外国人数

[a] 

表 A表２：土浦市外国人使用言語[2] 

図２：公園緑地の効果[6] 

 

図３：住民参加型公園の仕組み 

 

表 A表 1：土浦市町丁目別外国人数[2] 



〈現状〉 
新治地区は土浦市の中でも最も高齢化の進んでいる

地域であり，それに伴い当地区の主要な産業である農業
に従事する人口も減ってきている．この状況が続けば，公
共交通機関や産業などの都市機能を維持していくことが
困難になっていく恐れがある． 
また，当地区では耕作放棄地も大きな問題となっており，

土浦市の耕作放棄地の約5割が当地区にある．これに対
して現在，公益社団法人茨城県農林振興公社では，県
内の農地集積を進め担い手に貸し出す「中間農地管理
事業」を平成 26 年から実施しているが，土浦市では新規
で 農業を始めたいと希望する「新規参入志望者」がとて
も少ないことが課題となっている． 

 
表４：平成 26 年度農地中間管理事業の応募者状況（件）[7] 

 
 
〈提案〉 
○農業バンク  
「農業バンク」とは，新規就農者向けの農地・住宅取

得をサポートする制度である． 
茨城県農林振興公社が今年度から行っている農地集

積バンクを活用し，農業を始めたいと考えている新規就
農者に対し，土浦市が新たなに「住宅バンク」の制度を
設置し，空き家となっている民家を募集・登録をする．土
浦市は，県から農地集積バンクの業務の一部を委託さ
れており，農地と住宅を一体的に紹介することができる． 
また，農業バンクで必要に応じて取得した住宅のリフォ

ームを行う際には補助金を交付する． 
新規農業参入者にとっては，低費用で住宅を取得する

ことが可能であり，時間を節約しながら住宅と農地を一括
で取得することが可能である． 
また住民側にとっては，新規就農者の流入によって若

い活力が創出され、また、空き家の活用によって景観の
維持，防犯性・防災性の維持などのメリットが挙げられ，こ
れにより新治地区の都市機能の維持・向上を図ることが
可能である． 

   

 

 

 

3-4．中央地区 
「人が憩い，日々新たなページを刻むまち」 
…………………………………………………… 
〈分野別方針〉 
「景観・土地利用」 
・土浦駅周辺を中心として落ち着きのある 
文化的景観を形成する． 

「都市施設」 
・市の中心地区として，多くの市民が活発な「関わり」を生み
出せる環境としての整備を進める． 

「道路・交通」 
   ・中心市街地を重点地区として回遊性のある道路環境を 
    整備する． 

 
<現状〉 
土浦駅を中心とした中央地区は，駅前の商店街がシャッタ
ー街化し，オフィスビルにも空きテナントが目立つ． 
平成 27年 5月に予定されている土浦駅前への市庁舎移転
や，新図書館の整備により，来訪者の増加が見込まれるこの
地区において，かつての「活気のある中心市街地」を取り戻
すためには，土浦市民の感性に触れるさらなる魅力を打ち出
していくことが必要である．そこで，新図書館とその向かいに
あるつちうら古書倶楽部（※）によって新しい“本゛の魅力が形
成されつつあることに着目した． 

 
<提案> 
○まちじゅう図書館 
愛着のもてるまちに向けた，土浦の新しい魅力となる本を

まちに広げた提案である． 
 

提案の背景 
都市や“まち”に対する愛着の研究において「若い世代にと

っては商店街で買い物以外の用途を持たせることが愛着をも
たらす」という結果が出ていること［8］，また，中央地区に多い
学生にとって教育文化の推進になることなどが挙げられる．  

（※）従来，土浦で書店を営んでいたレンガ堂書店など１７店舗の協同

出店による，３０万冊を扱う関東最大級の古書店（2013 年 3 月開店） 

 
 まちじゅう図書館の整備 

 街中の商店やオフィスなど様々な場で店主や経営
者の好みの本を展示してもらうことを提案する．土
浦駅周辺の商店街などで行うことで、本をコミュニ
ケーションのきっかけとした、趣味や話の合う人が
出会う“ふれあい型図書館”を目指す． 

 まちなか読書スポットの整備 
春に桜川で読書を楽しめるようにベンチを設置し，秋冬

はストーブを貸し出すことで，寒い時期に読書を楽しむ空
間を創造する．読書とともにまちの季節の変化を楽しんで
もらうことが重要である． 

 案内ＭＡＰの作成（別紙） 
まちじゅう図書館に参加する店舗や読書スポットの場所

を記した地図を作成する．この案内MAPによる情報発信
から新たに生まれる，本を通じた関わりの広がりを期待す
る． 

 
 まちじゅう図書館の「関わり」の関係 

まちなかに本を展示してもらうこの提案は，市民に強制する
ものではない．本を愛する人たちと本を介したコミュニケーシ
ョンを大切にする人たちが主体となる提案である．彼らの活
動の場を行政が支えていくことで，本でつながる関わりを徐々
にまちじゅうへ広げていくことを目指す． 
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図４：農業バンクの制度イメージ 



4．補完計画：交通 

景観・土地利用，都市施設によって生まれる関わりをつな
ぐための提案として，以下 3つの整備を市全体で進めていく
ことで，市民の「出かけたい」という思いをサポートする． 
 
〇シェアドスペース 
シェアドスペースは，道路沿いの標識を撤去し，道路上

に速度を抑制するようなペイントをすることによって，自動車
のドライバーに運転への集中を促す道路デザインである． 
比較的道幅が狭く，歩行者・自転車・自動車が混在する

道路を対象に整備を進めていく．メリットとしては，運転手が
運転に集中することによる事故の減少があげられる．また，
歩道の整備よりも安価で整備することができるため，導入し
やすいという点も大きなメリットである． 

 
 

 
〇自転車レーンの整備 
現在の土浦市は，歩道や自転車レーンの整備についても

不十分な箇所が多く存在し，これは市民満足度調査［9］に
おいても，整備を求める声が上がっている．そこで，自動車
の速度が高くなりがちな国道・主要地方道では，自転車レ
ーンを整備し歩車の分離を図ることで，歩行者にとっての
安全性を高める． 
 
〇慢性的混雑道路の改善 
 現在土浦市では常に混
雑状態（混雑度1.75以上）
である道路があり（図 8），
市民が快適に移動するた
めには，それらを含む周辺
の道路の改善が必要とな
る．そこで，道路の拡幅や
新規道路の敷設によって
スムーズな交通網の整備
を図る． 
 

 

 
 

 

 

 

 

5．まとめ 
―――――――――――――――――――――――― 
「3．地区別構想」で述べた提案をまとめたものが図8であ

る．各地区の整備方針と，それに基づいた提案によって，そ
れぞれの目標都市像に沿ったまちづくりが行われ，それが
交通網によって途切れることなくつながることにより，目標都
市像である「愛着の持てるまち」が実現し，市民の土浦に対
する愛，すなわち「TsuchiuL♡ve」が達成される． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

6． 調査でお世話になった方々 
・土浦市都市計画課 東郷様 

・カレーフェスティバルの来場者の方々 

・土浦市住宅営繕課 様 

・土浦市図書館 萩原様 

・筑波大学 村上暁信先生 

・筑波大学施設企画課 市川様 

・つちうら古書倶楽部代表 佐々木嘉弘様 

・東京工業大学 土肥真人様 
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図 5：シェアドスペース整備前（左） 

図 6：シェアドスペース整備後（右） 

図 8：各地区の提案と将来都市像のまとめ 

図 7：土浦市の道路混雑度

度 表５：道路の交通容量［10］ 


